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路
で
実
証
し
、
二
〇
二
二
年
に
商
業
化
を
図
る
。
全
国

一
〇
カ
所
以
上
の
地
域
の
公
道
で
無
人
自
動
走
行
に
よ

る
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
も
行
う
。
近
年
、
急
速
に
普

及
し
て
い
る
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
使
っ
た
荷

物
の
配
送
に
つ
い
て
も
、
二
〇
二
〇
年
代
に
都
市
部
で

の
本
格
実
施
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
施
策
が
盛
り
込
ま
れ

た
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
の
素
案
は
、
政
府
が

進
め
る
経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
「
骨
太
の
方
針
」

と
と
も
に
、
六
月
九
日
の
臨
時
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。

廃
棄
物
の
出
な
い
積
層
建
築
プ
ロ
セ
ス

　

こ
れ
か
ら
の
技
術
革
新
を
展
望
す
る
上
で
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）」「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」「
Ａ
Ｉ
」「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
」
な
ど
を
ど
う
有
効
に
活
用
し
て
い
く
か
が
焦

点
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た

先
端
分
野
の
技
術
革
新
と
そ
の
成
果
を
活
用
す
る
動
き

の
速
さ
は
目
覚
ま
し
い
。

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
造
形
も
そ
う
し
た
先
端
技

術
の
一
つ
。
英
国
の
経
済
誌
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
編
集

部
が
著
し
た
『
二
〇
五
〇
年
の
技
術　

英
「
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
」
誌
は
予
測
す
る
』（
文
藝
春
秋
社
）
に
よ
る
と
、

中
国
で
は
す
で
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
大
量
生
産
ラ
イ

ン
に
登
場
し
て
い
る
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
積
層

造
形
で
つ
く
ら
れ
る
製
品
は
多
様
化
し
て
お
り
、「
住

宅
の
印
刷
」
も
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
米
国
で
も
オ

ー
ク
リ
ッ
ジ
国
立
研
究
所
が
建
築
事
務
所
の
ス
キ
ッ
ド

進
し
て
い
く
方
針
を
示
す
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
（
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
）５
・
０
」
だ
。
生
産
性
の
伸
び
悩
み
や
新
た

な
需
要
創
出
の
欠
如
な
ど
先
進
国
に
共
通
す
る
「
長
期

停
滞
」
を
打
開
す
る
た
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
や
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
第
四
次
産
業
革
命
を
支
え
る
先
端
技
術

を
使
い
、
利
便
性
の
向
上
や
社
会
的
な
課
題
を
解
決
す

る
構
想
で
あ
り
、
政
策
資
源
を
集
中
投
資
し
て
い
く
戦

略
分
野
に
次
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

１
．
健
康
寿
命
の
延
伸

　

２
．
移
動
革
命
の
実
現

　

３
．
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
次
世
代
化

　

４
．
快
適
な
イ
ン
フ
ラ
・
ま
ち
づ
く
り

　

５
．
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
（
＝
金
融
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
」
と
技
術
「
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
」
を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
）

　

建
設
産
業
に
と
っ
て
一
番
の
関
心
事
で
あ
る
「
快
適

な
イ
ン
フ
ラ
・
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
国
土
交
通
省
が

モ
ア
・
オ
ウ
イ
ン
グ
ス
＆
メ
リ
ル
と
共
同
し
、「
断
熱

材
、
防
湿
材
、
外
壁
の
被
覆
材
な
ど
を
統
合
し
た
材
料

を
使
い
、
建
築
物
を
印
刷
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
目
指

し
て
い
る
の
は
、
一
切
廃
棄
物
の
出
な
い
積
層
建
築
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
だ
」
と
同
書
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

日
本
の
建
設
産
業
で
も
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
利
用
が

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
複
雑
な
形
状
の

構
造
物
を
設
計
ま
た
は
施
工
す
る
際
の
技
術
的
な
検
討

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

万
能
で
は
な
い
Ａ
Ｉ
を
賢
く
使
い
こ
な
す

　

現
在
、
第
三
次
ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る

Ａ
Ｉ
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
、
建
設
生
産

の
プ
ロ
セ
ス
に
も
本
格
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の

は
間
違
い
な
い
。
Ａ
Ｉ
の
中
核
技
術
と
な
っ
て
い
る

「
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
は
、
人
間
の

学
習
能
力
と
同
様
の
機
能
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
機
械
学
習
」
の
一
種
。
人

間
の
脳
の
機
能
を
模
し
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
・
学
習
し
て
特
徴
や
傾

向
、
新
た
な
知
見
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
の

意
思
決
定
を
支
援
す
る
質
疑
応
答
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

普
及
も
Ａ
Ｉ
の
用
途
を
広
げ
る
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
家
を
建
て
た
い
人
が
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
コ

推
進
す
る
生
産
性
向
上
策
「
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
対
象
を
土
工
だ
け
で
な
く
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
工
事
な
ど
へ
、
さ
ら
に
中
小
事
業
者
や
自
治
体
へ

も
拡
大
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
の
生
産
性

向
上
を
実
現
。
既
に
政
府
が
設
定
し
て
い
る
目
標
の

「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
建
設
現
場
の
生
産
性
二
割
向
上
」

を
改
め
て
明
記
し
た
。
同
時
に
公
共
工
事
の
三
次
元
デ

ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
（
利
活
用
ル
ー
ル
の
策
定
）
や
、

イ
ン
フ
ラ
の
点
検
・
災
害
対
応
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
促

進
。
具
体
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
用
場
面
に
応
じ
た
要
求

性
能
の
設
定
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
い
く
。

　
「
移
動
革
命
」
や
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」
な
ど
の
戦

略
分
野
で
展
開
さ
れ
る
施
策
も
将
来
的
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
建
設
生
産
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
運
輸
業
の

人
手
不
足
へ
の
対
応
や
輸
送
の
効
率
化
を
目
指
し
、
先

頭
か
ら
二
台
目
以
降
の
後
続
車
両
を
無
人
で
走
ら
せ
る

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
。
二
〇
二
〇
年
に
新
東
名
高
速
道

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
と
「
会

話
」
し
な
が
ら
、敷
地
の
条
件
や
家
族
構
成
、希
望
す
る

住
ま
い
方
や
間
取
り
、
好
み
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
伝
え

る
。
す
る
と
過
去
の
建
設
事
例
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
分

析
し
、
設
計
者
の
よ
う
に
自
ら
学
習
し
て
高
度
な
判
断

を
行
い
な
が
ら
い
く
つ
か
の
設
計
プ
ラ
ン
を
作
成
。
こ

の
中
か
ら
施
主
が
最
適
な
プ
ラ
ン
を
選
び
、
各
種
の
法

規
を
ク
リ
ア
し
て
契
約
が
成
立
す
る
と
、
設
計
デ
ー
タ

を
基
に
工
場
で
主
な
部
材
が
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
で

つ
く
ら
れ
る
。
工
場
が
遠
隔
地
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、高

速
道
路
を
隊
列
走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て

建
設
地
に
近
い
物
流
拠
点
へ
効
率
的
に
搬
送
。
現
場
で

は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
安
全
も
含
め
た
施
工
計
画
が
立
て

ら
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
も
活
用
し
短
工
期
で
家
が
完
成
す
る
。

　

こ
う
し
た
建
設
プ
ロ
セ
ス
が
実
現
さ
れ
る
の
も
そ
う

遠
い
先
の
話
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
製

造
や
物
流
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
販
売
、
医
療
な
ど
の

分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
職
場
で
の
総
務
や
人
事
な
ど
の

仕
事
も
定
型
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
計

画
か
ら
設
計
、
調
達
、
施
工
、
維
持
管
理
ま
で
の
建
設

プ
ロ
セ
ス
に
Ａ
Ｉ
を
ど
う
有
効
活
用
し
て
い
く
の
か
。

対
象
領
域
が
広
い
建
設
分
野
だ
け
に
、
戦
略
的
に
利
活

用
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
の
行
く

末
を
危
ぶ
む
声
は
多
い
が
、
万
能
で
は
な
い
Ａ
Ｉ
を
使

い
こ
な
し
て
い
く
の
は
人
の
賢
さ
で
あ
る
。

子
高
齢
化
に
直
面
す
る
日
本
は
、
失
業
問
題
を

恐
れ
ず
に
人
工
知
能
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な

少どを存
分
に
活
用
で
き
ま
す
。
も
の
づ
く
り
が
強
く
、

医
療
介
護
や
工
場
の
デ
ー
タ
も
豊
富
で
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
産
業
の
変
革
だ
け
に
は
終
わ
ら
せ
ま
せ
ん
。
日

本
は
新
た
な
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
日
常
生
活
に
取

り
入
れ
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
形
で
社
会

課
題
を
解
決
す
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
を
世
界
に

先
駆
け
て
実
現
し
ま
す
」（
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

　

五
月
三
十
日
、
安
倍
晋
三
首
相
は
総
理
大
臣
官
邸
で

開
か
れ
た
第
九
回
未
来
投
資
会
議
に
出
席
し
、
日
本
の

中
長
期
的
な
成
長
戦
略
と
な
る
「
未
来
投
資
戦
略
２
０ 

１
７
」
の
狙
い
を
そ
う
強
調
し
た
。

第
四
次
産
業
革
命
を
支
え
る

　

こ
の
日
に
ま
と
め
ら
れ
た
戦
略
（
素
案
）
の
柱
が
、

安
倍
首
相
が
自
ら
「
世
界
に
先
駆
け
て
」
と
強
力
に
推

快
適
な
イ
ン
フ
ラ・
ま
ち
づ
く
り
へ

先
端
技
術
が
も
た
ら
す
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
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